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せつつ のく に あべの ところ あ ベ やすな 

むかし、 摂津 国の 阿倍野と いう 所に、 阿倍の 保 名と 

さむらい す なんだい まえ 

いう 侍 が 住んで おりました。 この 人の 何 代 か 前の 

せんぞ あべ なかまろ なだか がくしゃ わた 

先祖 は 阿倍の 仲麻呂 という 名高い 学者で、 シ ナヘ 渡つ 

む がくしゃ まじ ひ 

て、 向こうの 学者た ちの 中に 交っても ちっとも 引け を 

てんし にっぽん 

とらなかった 人です。 それで シナの 天子 さまが 日本へ 

還す こと を 惜しが つて、 むりやり 引き止め たため、 

につ ぼん かえ む 

日本へ 帰る ことができないで、 そのまま 向こうで、 一 

しょうく なかまろ し 

生 暮らして しまいました。 仲 麻呂が 死んで から は、 

につ ぼん のこ しそん だいだい いなか いなかざむらい 

日本に 残った 子孫 も 代々 田舎に うず もれて、 田舎侍 



「なるほど、 それ はお 腹の 立つ の は ごもっともです。 

いのち と ようい 

けれども 人の 命 を 取る というの は 容易な ことで は あ 

こと たいせつ ごびょう にん いのち たす 

りません。 殊に 大切な 御 病人の 命 を 助けよう として 

とき にんげん いのち と ほとけ 

おいでの 時、 ほかの 人間の 命 を 取る というの は、 仏 

さまのお ぼしめ しに も かなわない でしよう。 そうする 

と、 せっかく 助かる 御 病人が、 かえって 助からな くな 

るまい もので もない ご 

おしょう ごうまん 

， J う 和尚 さんに いわれる と、 さすがに 傲慢 な 

あくう えもん す こ ゆ うき おしょう 

悪 右衛門 も、 少し 勇気が くじけました。 和尚さん はこ 

マ J ぞと、 

「しかし、 ただ 助ける というの が 業腹に お思いなら、 



たにぞこ ひと ぬの 

すと、 はるかの 谷底に 一す じ、 白い 布 をのべ たような 

しみず なが つき ひか リ あ 

清水が 流れて いて、 月の 光が ほのかに 当たって いま 

vJ カリ す 力た み 

した。 その 光の 中に かすかに 人らしい 姿が 見えた の 

で、 保 名 は ほっとして、 痛む 足 を ひきずり ひきずり、 

いわかど お さび 

岩角 をた どって 下りて 行きます と、 それ はこん な 寂し 

たに に おとめ 

い 谷 あいに 似 もっかない 十六 七の かわいらしい 少女が、 

たにがわ きもの あら おとめ やすな すがた 

谷川で 着物 を 洗って いるので した。 少女 は 保 名の 姿 

を 見る とびつく りして、 危うく 踏まえて いた 岩 を 踏み 

やすな ち 

はずしそう にしました。 それから 保 名の 血 だらけに 

てあし さ きもの なに 

なった 手足と、 ぼろぼろに 裂けた 着物と、 それに 何よ 

り も 死人の ように 青ざめた 顔 を 見る と、 思わず あっと 



たましい さけび 声 を 上げた なり、 あと を も 見ずに 外へ 

駆け出しました。 

こども ごえ くず は さ 

子供の さけび 声に、 はっとして 葛の 葉 は 目を覚まし 

ね ま 

ました。 そしてち よいとう たた 寝 をした 間に、 どうい 

うこと が 起こった か、 残らず 知って しまいました。 ほ 

くず はにん げん と. S 

ん とうに この 葛の 葉 は 人間の 女で はなく つて、 あの 時 

やすな たす わか めぎ つね きつね きょう 

保 名に 助けられた 若い 牝 狐だった のです。 狐 は 今日 

じぶん みにく すがた こども 

まで かくして いた 自分の 醜い、 ほんとうの 姿 を 子供 

に 見られた こと を、 死ぬ ほど はずかし くも、 悲しく も 

おも 

思いました。 

「もうどうしても、 このまま こうして ハる こと はでき 



、k ヽ o I 

な レ 」 

くず は なみだ 

こう 葛の 葉 はい つ て、 はら はらと 涙 を こぼしました。 

ねん あいだ した やすな 

そういいながら、 八 年の 間 なれ 親しんだ 保 名に も、 

こども すま わか 

子供に も、 この 住いに も、 別れる のが この 上な くつら 

おも な くず 

いこと に 思われました。 さんざん 泣いた あとで、 葛の 

はた あ しょうじ 

葉 は 立ち上がって、 そこの 障子の 上に、 

「恋しく ば 

さ 

たずね 来て みよ、 

いずみ 

和 泉なる 

しの だの 森の 

うらみ 葛の 葉。」 



すいしょう すと お たま やすな わた 

水晶 のよう な 透き通った 白い 玉 を 保 名に 渡しました。 

はこ は、，" リ ゆうぐう 

「この 箱の 中に 入って いるの は、 竜宮の ふしぎな 

ご ふ も てんち にんげんかい 

護符です。 これ を 持って いれば、 天地の こと も 人間界 

のこ み し 

の こと も 残らず 目に 見る ように 知る ことができます。 

たま みみ あ とリ けもの ことば 

それから この 玉 を 耳に 当てれば、 鳥獣の 言葉で も、 

くさきい し ことば と わ 

草木 や 石ころの 言葉で も、 手に 取る ように 分かります _ 

たからもの こども にっぽん かしこ 

この 二つの 宝物 を 子供に やって、 日本一の 賢い 人に 

くだ 

して 下さい ご 

しなもの やすな わた 

といって、 二つの 品物 を 保 名に 渡します と、 その ま 

きつね すが た き 

ますう つと 狐の 姿 はやみの 中に 消えて しまいました _ 



しそん き 

子孫 だとい うこと をお 聞きに なって、 およろこび にな 

やすな おやこ ねが き とど 

リ、 保 名 親子の 願い をお 聞き届けに なりました。 そこ 

ど うじ き うらな た も-つ あ 

で 童子 はからす に 聞いた とおり 占 い を 立てて 申し 上 

ごしょ やくにん おも 

げ ました。 御所の 役人た ち はふし ぎに 思って、 なかな 

しんよう なに こま 

か 信用し ませんで したが、 何しろ 困りき つてい ると こ 

ごしん じょ うし とら はしら ほ 

ろでした から、 ためしに 御 寝所の 東北の 柱の 下 を 掘 

どうじ ひ 

らして みます と、 なるほど 童子の いったと おり、 火の 

いき たたか へび かえるみ 

ような 息 を はき かけ はき かけ 戦 つ ている 蛇と 蛙 を 見 

つけて、 追い出して、 捨てました。 すると まもなく 

てんし ごびょうき うすがみ なお 

天子 さまの 御 病気 は 薄紙 をへ ぐよう に、 きれいに 治つ 

てし まいました。 



と 天子 さま は 少しお こって、 おたずねに なりました _ 

ま / ま U ち ま 

「はい、 万々 一 わたくしが 負ける ような ことが ござい 

ましたら、 それ こそ わたくしの 頂いて おります お 役 

くらい のこ かえ もう あ どうじ 

も 位 も 残らずお 返し 申し上げて、 わたくし は 童子の 

で し しゅぎょう 

弟子に なって、 修業 をいた します ご 

こうまん かお こた もう あ 

と、 高慢な 顔 をして お答え 申し上げました。 

てんし あ ベ せいめい おやこ よ だ 

そこで 天子 さま は 阿倍の 晴明 親子 をお 呼び出し にな 

ごぜん じゅつ くら 

り、 御前で 術 比べさせて ごらんになる ことにな リま 

どうまん せいめい みぎひだり わか せき 

した。 道 満と晴 明が 右左に 別れて 席に つきます と、 

やくにん にん おも ながもち 

やがて 役人が 四 五 人 かかって、 重そう に 大きな 長 持 を 

かつ き 

担いで 来て、 そこへ すえました。 
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